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ベ
リ
ア
抑
留
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い
出 

愛
知
県 

 

山 

田 

芳 

雄 
 
 

  

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
二
十
日
付
き
に
て
伊

林
の
独
工
十
二
連
隊
よ
り
関
東
軍
建
設
兵
団
へ
転
属
を
命

ぜ
ら
れ
、
三
月
十
五
日
入
隊
の
新
兵
さ
ん
と
は
わ
ず
か
五

日
間
に
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。
吉
林
省
の
下
九
台
の
工
作

大
隊
本
部
下
士
官
を
二
カ
月
勤
務
し
て
九
站
の
連
隊
本
部

の
乙
書
記
を
三
カ
月
務
め
ま
し
た
が
、
ソ
連
の
不
法
参
戦

を
知
り
通
化
近
く
の
海
竜
に
て
終
戦
と
な
り
武
装
解
除
を

受
け
、
愛
す
る
軍
刀
と
お
別
れ
す
る
。
そ
の
後
北
朝
鮮
の

三
合
里
収
容
所
に
て
八
カ
月
抑
留
さ
れ
、
炊
事
用
の
薪
取

り
を
一
台
の
大
八
車
に
四
人
ぐ
ら
い
付
い
て
、
近
く
の
山

へ
作
業
に
行
き
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
一
年
春
五
月
に
日
本
帰
還
の
声
に
騙
さ
れ
て

無
蓋
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
て
興
南
港
よ
り
貨
物
船
に
て
ポ
セ

ッ
ト
港
へ
上
陸
し
、
有
蓋
貨
車
に
て
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
西

へ
西
へ
と
進
行
す
る
途
中
バ
イ
カ
ル
湖
に
て
水
浴
す
る
も

寒
く
て
参
る
。
着
い
た
所
は
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
ル
マ
ー
タ

と
い
う
カ
ザ
フ
共
和
国
の
首
都
な
り
き
。
作
業
は
主
と
し

て
住
宅
用
の
建
設
に
レ
ン
ガ
運
搬
や
モ
ル
タ
ル
運
び
等
や

農
場
作
業
を
す
る
。
た
ま
に
リ
ン
ゴ
園
に
て
リ
ン
ゴ
採
集

を
す
る
。 

 

特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
朝
の
食
事
に
て
当
番
が
汁
の

中
へ
小
さ
な
ダ
ン
ゴ
を
入
れ
る
と
き
、
自
分
の
食
器
に
一

個
で
も
多
く
入
れ
な
い
か
な
あ
と
期
待
し
た
の
は
終
生
の

つ
ら
い
思
い
出
で
す
。 

 

昭
和
二
十
二
年
五
月
待
望
の
日
本
帰
還
命
令
が
出
て
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
を
東
へ
東
へ
と
進
行
す
る
。
途
中
チ
タ
駅
近

く
に
て
大
勢
の
戦
友
が
両
手
を
上
げ
て
万
歳
を
し
て
く
れ

た
と
き
は
感
謝
感
激
に
て
涙
を
流
す
。 

 

六
月
十
三
日
無
事
舞
鶴
港
へ
恵
山
丸
よ
り
上
陸
す
る
。

六
月
十
七
日
朝
九
時
ご
ろ
に
我
が
家
へ
着
く
と
妹
が
飛
び

上
が
っ
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
二
カ
年
ぐ
ら
い
国
鉄
保
線
の
調
査
技
術
掛
を
勤

め
ま
し
た
が
家
事
都
合
に
よ
り
退
職
し
、
近
く
の
会
社
へ

入
り
二
十
五
年
勤
務
し
定
年
退
職
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
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ま
す
。
旧
制
中
学
校
時
代
は
軍
人
と
な
る
の
が
夢
で
あ
り

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
陸
士
の
試
験
に
落
ち
一
時
は
希

望
を
失
し
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

地
獄
の
収
容
所
三
〇
四 

愛
知
県 

 

今 

井 

昭 
治 

 
 

  

間
島
（
延
吉
）
で
編
成
さ
れ
た
第
三
〇
大
隊
は
混
成
の

寄
せ
集
め
大
隊
で
大
隊
長
が
誰
で
ど
こ
の
部
隊
の
将
校
で

あ
っ
た
か
も
分
か
ら
な
い
大
隊
で
あ
っ
た
が
、
炊
事
班
は

関
東
軍
経
理
部
東
寧
派
出
所
の
経
理
課
の
加
倉
井
軍
曹
が

班
長
で
、
炊
事
班
員
は
関
東
軍
経
理
部
東
寧
派
出
所
の
警

備
の
た
め
に
大
肚
子
川
第
五
七
三
一
部
隊
か
ら
派
遣
さ
れ

た
兵
隊
で
あ
り
、
大
隊
の
主
体
は
第
三
軍
関
係
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
月
三
十
一
日
ご
ろ
コ
ム

ソ
モ
リ
ス
ク
か
ら
約
百
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
奥
の
エ
バ
ラ

ン
湖
の
近
く
の
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
が
収
容
さ
れ
て
い
た
収
容

所
に
収
容
さ
れ
た
。 

 

三
〇
大
隊
（
後
に
三
〇
三
収
容
所
と
な
る
）
の
作
業
は

伐
採
と
木
挽
き
作
業
で
あ
っ
た
。
木
挽
作
業
は
日
本
で
は

「
木
挽
き
一
升
飯
」
と
い
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
の
重
労
働
で
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